
意見交換（グループワーク）に向けて

令和７年1月16日（木）

第36期新潟市社会教育委員会議（第4回）

資料１



前回会議の振り返り
ーテーマと趣旨について（再掲）ー

※第3回会議 協議資料１の提案２より

「共に学び支え合う地域社会の実現に向けた社会教育人材のネットワーク形成」

（キーワード）

社会教育人材の交流、継続的な学びの機会、共創の機会、社会教育人材の発掘、活躍の機会など

【趣旨】

人口減少、少子化の深刻化、地域コミュニティの希薄化、DX化、グローバル化の進展などめまぐる
しく変化する社会において、社会教育による「学び」を通じて人々の「つながり」や「かかわり」
を作り出し、協力し合える関係づくりの土壌を耕す持続的な地域コミュニティの基盤形成を推進す
るため、社会教育人材のネットワークについて考える。

A 子どもの多様な居場所づくりのための社会教育人材ネットワーク

B 生涯学び活躍できる社会教育人材ネットワーク

CS、地域学校協働活動、地域学校コーディネーター、学校、PTA、放課後児童クラブ、家庭教育支援団体、
地域クラブ活動、その他、民間でNPO、地域づくり団体など

生涯学習センター、公民館、図書館、博物館等が行っている研修、交流など
社会教育主事、社会教育士、社会教育委員、公民館（図書館）審議委員 など



社会教育人材の養成及び活躍促進の在り方について（最終まとめ）（概要）より



社会教育人材の養成及び活躍促進の在り方について（最終まとめ）参考資料より





前回会議の振り返り
ーグループ分けについてー

会議全体の調査テーマ、趣旨が確定。
さらに、２グループに分かれて調査を行うことが決まった。

A 子どもの多様な居場所づくりのための社会教育人材ネットワーク

B 生涯学び活躍できる社会教育人材ネットワーク

〇江口 和美副議長、今井 岳委員、小倉 壮平委員、竹田 暢美委員、
長谷川 雅朗委員、山岸 則子委員

〇佐藤 裕紀議長、木村 いほ子委員、司山 園美委員
白神 道子委員、羽賀 万起子委員

※「〇」は、グループアドバイザー



Aグループ
子どもの多様な居場所づくりのための

社会教育人材ネットワーク



第3回会議で出た意見（Aグループ）

・様々な団体がそれぞれ独立して活動していて、横のつながりを作ってコーディネートする人が少ない

・コミュニティ・スクール(以下、CSとする)ではそこまで熟議するのは難しい。

CS同士でつながりあってもいいのではないか。

・Aグループで指す「子ども」は小学生や中学生だけではないのではないか。

→子どもから大学生までを対象とするのはどうか

・社会教育主事になりうる資格を持っている方を教育委員会事務局に配置して、社会教育主事として

発令し、本来社会教育主事に求められている役割が発揮できる体制を組むべきではないか。

・祭りや餅つき大会などちょっとした仕掛けがつながるきっかけになり、居場所づくりや地域交流や

親同 士の交流になったりして、いざとなった時に助け合えるとよい。

・子どもの居場所づくりを公民館も一緒になって考えられるとよい。

・中学生のための地域クラブ活動が始まることによって、今まで以上に居場所が必要な子どもたちが

出てくると思う。例えば公民館にいる社会教育人材が行っていることの紹介や公民館のフリースペースを

積極的に使えるとよい。

・ほかの自治体で好事例があれば知りたい

・まずは居場所としてどういうところが必要かを洗い出して、そこからどのように人材を育成するか、

どのようにつなげていくかという流れで検討するのはどうか。



Aグループの方向性
【子どもの多様な居場所づくりのための社会教育人材ネットワーク】

まずは居場所としてどういうところが必要かを洗い出して、そこからどの
ように人材を育成するか、どのようにつなげていくかという流れで検討す
るのはどうか。

【今後の方向性（案） 】

・地域クラブ活動や、放課後の居場所、学校に行けない子どもたちの

居場所などに関わる人に実際に話を聞く

・社会教育人材の発掘（どんな人が、どんな風に関わっている？）

・つながりの実態を調査

→ネットワークのあり方を考える など



Aグループの方向性
【子どもの多様な居場所づくりのための社会教育人材ネットワーク】

本日の会議で検討すること（例）

・どういう切り口で居場所としてうまくいっているというのか、

どういう状態であれば「うまくいっている」というのか？

→それぞれの委員のイメージのすり合わせを行う（目線合わせ）

・「ニーズがある人に届いている状態」がうまくいっているのか、

居場所づくりの担い手の問題か、その場をつなぐ人の問題か？



Bグループ
生涯学び活躍できる社会教育人材ネットワーク



第3回会議で出た意見（Bグループ）

・新潟市内の公民館職員と話していると、どうやら各公民館職員がみんなで学び合ったり交流したり

する機会が全然ないようだ。

・行政以外で社会教育主事になり得る資格を持っている方は、誰がどのように正確な人数を把握

しているのだろうか。

・国でも色々なことが言われているが、まずは現場では何を求めているかなど、他自治体の事例も

調べながら新潟市の現状を把握するのがよいのではないか。

・社会教育人材ネットワークについて、うまくいっている自治体があれば知りたい。

（佐藤議長より）

・社会教育人材部会で社会教育主事・社会教育士の役割・期待とともに、具体的改善方策等が示され

たが新潟市の状況が現在どのようになっているのか

→新潟市がどう受け止めて、どう実態と課題などを考えているのかという資料が欲しい

・他自治体で社会教育人材のネットワークづくりを行っている先行事例を実際に聞き、

新潟市の現状を踏まえて具体像をイメージする



Bグループの方向性
【生涯学び活躍できる社会教育人材ネットワーク】

現場では何を求めているか、他自治体の事例も調べながら新潟市の

現状を把握する

【今後の方向性（案） 】

・社会教育人材の「継続的な学びの機会を保障」するために

新潟市が行うべきことは何か（どんな研修をすべきか）

・社会教育主事や社会教育士の有用性とは？

・社会教育関係課のみでなく、教育委員会、市長部局、民間企業や

地域においてどんな活躍の場があるかの提案 など
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